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VLANの設定にはポートをまとめるための単位であるVLANとVLANにポートを所
属させるポート割り当てが必要になります。
上の図では、VLAN10、VLAN20というVLANを作成し、VLAN10にはポートの1,2,3

を割り当て、VLAN20にはポートの4,5,6を割り当てています。
この設定により、VLAN設定前は1つのブロードキャストドメインとしてスイッ

チ上のすべてのポートで接続されたネットワーク機器間での通信が可能でしたが、
VLAN設定後に通信可能なポートの分類は以下の通りとなります。

デフォルト設定　ポート7,8のみ通信可能
VLAN10  ポート1,2,3のみ通信可能
VLAN20  ポート4,5,6のみ通信可能

このように、1台のスイッチをVLANで分割する事ができるため、VLANごとに異な
るネットワークのブロードキャストドメインを設定する事が可能になり、上の図で
はVLAN10を192.168.10.0/24ネットワーク用に利用し、VLAN20を192.168.20.0/24
ネットワーク用に利用しています。VLANとネットワークアドレスの対応は、管理
者が自由に決められます。

2.	トランクリンクによる複数スイッチのVLAN接続

VLANの構成によって物理スイッチ内に複数のブロードキャストドメインを共存
させる事が可能ですが、VLANの機能は複数のスイッチにまたがるVLANを繋げる事
によって、より利便性が向上します。
この接続はVLAN間でケーブルを接続すれば1つのブロードキャストドメインを

拡張していく事が可能ですが、トランクリンクと呼ばれる機能によって一本のケー
ブルで複数のVLAN情報を転送する事も可能です。

次ページにトランクリンクを利用しない場合のネットワーク構成と、トランクリ
ンクを利用した場合のネットワーク構成を記載します。




